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論文内容の要旨

Mを n 次元日adamard 多様体，即ち，非正の断面曲率を持つ単連結，完備な Riemann 多様体とする。 Eberlein と

0' Neill は測地線を使ってMのコンパクト化M=MUS(∞)を定義した。それは (M ， S (∞))と (Bn ， sn-l) が

位相同型となるようなものであったO ここで Bn は Rn の半径 1 の開球で S ト 1 はその境界すなわち，単位球面であ

る O さて本論文においては次の Dirichlet 問題を考察した。

漸近的 Dirichlet 問題 無限球 S(∞)上の任意の連続関数 f に対して，

UEC ∞ (M) n C 0 (M) かっ U I s (00) = f なる調和関数 u は存在するか?

次はこの問題に対する本論文の主結果であるO

主結果 Mを 3 次元以上の Hadamard 多様体とし，ある正定数 a ， C , bE (0 , a) が存在して

(1) -C exp {bρ(x )}孟 KM (x) 豆- a 2 

がMからコンパクト集合を除いたすべての点 X で成り立っとするO このとき漸近的 Dirichlet 問題は解けるO ここで，

KM (X) は点 x における全ての断面曲率を動き ρ(X) はMの任意の固定点から x までの距離を表す。

これは Anderson ， S臼ull出liv刊an凡， Hs叩u

曲率条件

-L 2ρ 2 (X) 三五 KM (X) 三五 -U 2

(X はMからコンパクト集合を除いたすべての点を動く)の下で漸近的 Dirichlet 問題が解けることを示した。こ

こでU と L は U 2/L> (n-1)/2 なる正定数である O しかし彼らの方法は保存則 fMP (X , Y , t) dV (y) 

三 1 を必要とし(ここで P (X , Y , t) はMの最小熱核)，そのため条件， KM (X) 孟 -L 2ρ 2 (X) を仮定して

いる O 本論文では， Schoen のテクニックと比較定理，最大値原理を使って，保存則が成立しないようなときでも漸近

的 Dirichlet 問題が解けることを示した。

なお，曲率条件

(2) -Cρ(X) L-2 {log ρ(X)}-l-11 孟 KM (X) 豆 -L(L-1)ρ(X)-2 

(ここで， L>2 , C , e は正定数またはx はMからコンパクト集合を除いたすべての点を動く)の下でも漸近的

Dirichlet 問題が解けることが分かる O また，これらの結果と芥川氏の議論を合わせることにより， Hadamard 多様

体Mが曲率条件(1)または(2)を満たすとき， Mから他の Hadamard 多様体への有界な調和写像に対する漸近的 Dirichlet
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問題が解けることも分かる O これらのことにも注意された ~'o

論文審査の結果の要旨

Mをアダマール多様体 (dim M ミ 3 )，その断面曲率，リッチ曲率を K ， Ric とする。

久村君は本論文の主結果として， M上の漸近的 Dirichlet 問題が以下の条件のもと肯定的に解けることを示した。

条件:定数C>O ， a>b>O が存在して

K 三二- a 2 , Ric (x) ミー C exp (ρ(x )) 

がMのコンパクト集合を除いたすべての点で成立する。ここに， ρ(x) はMの定点からの距離を表す。

これは， Yau の提起した問題に対する，現在のところ，最善の結果であるo 今後この方面への研究に寄与するとこ

ろ大であり，博士(理学)の学位論文として十分価値あるものと認める。
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